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同
一
.
.で
あ
り
、
■■また
こ
れ
■が
.ロ
■ビ
ン
ソ
ン
.の
■考
え
を
正
し
X
伝
え
る
も
.の
.で
あ 

る
と
お
も
わ
れ
る
。

他
：に
.ハ
：.い
.ま
：:■
つ
の
細
か
..い^
!を
指
摘
す
る
'な
ら
•は
、.，
、、ヽ
|
.
^が_与
え
た
適
ぃ 

度
概
念
は
、.藝
晶
博
生
を
極
大
な^;
し
め
：る
人
口
す
な
：わ
ち
、.

f
l

国
の
平 

'.
時
に
お
け
る
国
カ
を
極
大̂
す
る
人
；0」

:'
.

(

六
.九
頁)

へ
で
あ
7
た
。
-
^

ば
、.そ
れ
は
労
働
ぬ
限
界
生
産
カ
が
最
低
生
活
水
準
に
.：
ー

致

ヤ

る

：
と

き

办

人

ロ

. 

を
意
味
し
た
。

こ
の
概
念
は
ソ
ー
ビ
ー
の.

『

国
力
の
.適
度』

(I/optimu

日 

de puissance)
〔『

人
ロ
，の
一
般
理
論

』

第
六
章
、
s A. Sauvy; 

T
hB'
a.
e 

G§
nirale de 

ptoPopulation, vol.1
.

w>c
o
n
o
m
i
e

s.
.population

，

1CO
5
6、chap. VI/pp. 

6
9
1
00
1
.

〕
で
詳
し
く
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
記
し
.、 

併
せ
て

、

，こ
の
ソ
: |

、ビ

I
の
書
を
六
九
頁
の
；註
に
加
え
、
：
■さ
ら
に
文
献
目
録
に 

せ
ら
れ
た
ら
、.本
書
が
体
系
と
し
て'
.

1.

層

宠

実

す

る

で

あ

.ろ

ぅ

こ

と
.

を
-

こ
.
 

の
機
会
に
お
伝
え
し
て
お
こ
ぅ
。

終
り
に
、
ホ
#
の
ま
®
の
言
葉
を「

人
口
理
論
の
今
後
に
お
け
る
.灌
展
の
可 

能
性」

に
つ
：い

て「

人
.ロ
理
論
と
経
済
学
と
は
塞
な
関
連
の
も
と
._に
展
開
さ 

れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

」
(

ニ
三
九
頁)

と
結
ん
で
い
る
。
こ
れ
に
つv>
て
簡
単
に
：
 

i

を
述
べ
て
み
た
い
。
そ
れ
は
ヶ
ィ
ン
ズ
が
革
命
的
経
済
理
論
を
生
み
出
す 

.原
励
力
と
な
マ
た
人
口
成
長
率
の
減
退
は
、
と
く
に
•出
生
力
の
減
退
と
し
て
あ 

ら
わ
れ
た
。
す
な
わ
ち
死
亡
率
は
す
で
に
可
能
な
最
低
限
界
に
達
し
て
い
た
か

. 

ら
で
あ
る
。
人
口
学
で
は
出
生
力
の
減
退
が
人
口
の
年
齢
分
布
を
変
動
せ
し
め 

る
第
一の

：！
®

で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
石
。
し
た
が
っ
て
、
経
済
学
と
人 

ロ
学
の
.線
合
を
強
調
す
る
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
人
口
が
経
済
に
影
響
を
あ
た
え :

-
 

八

六(

六
六
〇
>

'

::

る

劾

果

の

靠

钇.は
的
人
ロ
成
.雞

ベ

出

生

力

 >

 
亦
経

済
^
作
用
す
る
効
果
の.
 

•■
^
浙
^
^ :
:%
{-
..、'.
.̂ロ
办
年
齢
分
布-0 :
变
化
.が
経
済
'に
.
.;#
ぇ
る
効
果
を
も
併
ぜ.
 

て
分
析
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
.こ
私
に
つ
い
て
は
プ
本
書
で
ハ
ン
セ
シ"

タ
ー
ボ
ア
、

ス
：ゥ
ィ
ー
ジ
ー
、
ゴ

}
ル
デ
ン
バ
ー
グ
、
.ア
ル
ン
ト
、
ピ
ー
ダI 

ソ
ン
.等
の
'見
解
を
紹
介
し
ず
い
る
：

C

第
W
章 > 。，

こ
：れ
.の
実
証
的
解
明
は
囊
学
，
 

,>
人
口
学
0
綜

合

を

め

ぎ

す

、

:,
.-'将

来

に

託

さ

れ

た

研

淹

の

馨

の

手

が

か

り

を 

与
え
る
も
の.で
あ
る
と
い
ぅ
こ
と
で
あ
る
。

-,
.
.

X 

. 

:
:
:
'
.
x
.
'
:
. 

.
X
-
:
.

- 

，本
書
の
序
文
に
、
中

3
^

土

の

筆

に

よ

：
っ

て

、
，
中

山

，
南

共

著

め

.
事

由

が

述
 

ベ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

「

い
ま
要
請
さ
れ
、
や
が
て
大
き
く
育
つ
べ
き 

，
人
ロ
経
済
理
諭
の
萠
芬̂
を
、
' 適
度
人
口
の
理
論
研
究
に
お
き
、
：

「

そ
の
展
開 

を
現
代
办
経
済
学
の
大
ぎ
な
潮
流
の
中
に
求
：

.め
た
。

」

と
記
し
た
の
ち
、「

以
上 

に
の
ベ
た
^
え
方
は
、
私
が
長
い
間
頭
の
中
に
も?
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。

'

た
.ま
た
ま
南
亮
進
君
を
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
学
生
と
し
て
迎
え
、
さ
ら
に
大
学
院
に 

お
ぃ
て
引
き
つ
づ
い
て
指
導
す
る
こ
と
と
な
.っ
た
の
を
機
会
に
：、

'，私
は
同
君
.に 

.よ
っ
て
'こ
.の
仕
事
を
実
現
す
る
好
機
を
得
た
。
:

…

.日
本
の
学
界
で
は
初
め
て 

.と
：い
え
る
適
度
人
口
に
つ
い
て
のC
の
特
殊
研
究
が
、
新
し
く
こ
の
問
題
へ
の

.関
、也
を
よ
ひ
お
こ.す
機
会
と
.̂
:る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。.
.本
.文

は

も

ち

ろ

ん
南
君
の
執
筆
に
な
る
も
の
で
あ
る
が
、：

 
'成
立
の
経
過
を
か
え
り
見
て
こ
れ
を 

共
著
と
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
思
ぅ

」

と
。
ま
こ
と
に
、
心
温
ま
る 

学
術
書
で
あ
^
'(

経
済
分
析
全
書
.
勁
草
書
房
‘
一
九
五
九
¥
.
B
6 •
-. 

六

ー

頁

ニ

ー

ー

六

〇

円

)

：
 

(

安
、川

正

彬)

•  

V'
 

人
.，

.
：
.
.

加

藤

.
寬

#
:

.

丸

尾

直

美

警

:

:『

社

会

：化

と

経

済

計

画

.

』

.

:

社
会
主
義
経
済
の
経
験
が
深
ま
る
に
つ
れ
て
、
.
.い
ま
ま
で
摸
索
的
な
も.の

で

。
 

あ

っ

た

社

会

、
王

義

経

済

.に
関
す
る
わ
れ
わ
れ
の
知
識
も
、
徐
々
に
具
体
的
.
現 

実
的
な
も
'の
と
な
っ
.て
く
る
。
今
を
去
る

il

五
年
前
ヽ
英
国
労
働
觉
の®
.
^
.

M

■•
■
ダ
I
ビ
ンi

早
々
と
、'「

今
日
わ
れ
わ
れ
は.誰
も
が
計
画
論
者
だ

J

と
い 

マ
た
0
し
か
し
現
在
で
は
、

わ
れ
わ
れ
は
^

^

と
し
て
計
画
論
者
だ
が
決
し
て 

§

で
楽
観
的
な
計
画
論
者
で
，は
な

^ .
。〕

社
会
主
義
経
済
^

^

計
画
に
芩
せ 

る
わ
れ
わ
れ
の
関
心
は
過
去
上
ヴ
も
一
段
と
強
い
も
な
に
な
っ
て

.い
る
に
も
か
，

か
：わ
ら
ず
、
そ
：の
対
象
が
含
む
問
題
は
さ
ら
に
複
雑

i

な
り
つ
；
つ
あ
る
？
'社
会
：： 

主
義
化
の
道
を
歩
も
ぅ
と
す
る
各
国
の
社

•

義
政
党
の
内
部
で’
現
在
’
国 

有
化
_

に
づ
い
て
さ
ま
ざ
炙
の
反
省
や
論
争
が
行
な
わ
れ
ー
て
い
る
の

.も
'そ

の
. ' 

証
宏
で
：あ
ろ.ぅ
。
：本
書
の1
1
1
1
的
は
、
へ
広
：ぃ

意

味
で

の

社

童

篆

的

な

絞

済

計

画 

を
、

ソ
連
ど
英f

働
党
之
の
経
験
を
手
が
か
a
に
し
て
検
討
し
.、
^
-
>
い

方

べ
 

向
を
录
唆
せ
ん
と
オ.る
こ
と
に.あ

る
:0
そ
の
点
で
、.*
'.本
書
は
ま..こ
と
に
時̂

. 

克
fc
.%
の
と
い
え
る
。

 

V .

: .
な
お
、_

ば
構
成
は
次
：の"と
お
り
：で
あ
る
。
第
一

寒
：：

経
済
計
画
：の

目

的.:
.

と
形
態
。.第

！1章
、
ぃ

屋

的

社

佘

王

義

と

共

童

義

。
第

=?
1章
、
：：：童

的

社

会：. 

主
義
の
経
済
計
画
。
:'
'
'.第
因
章
，
：
共

蜃

義

型

経

済

計

画

。
第

五

寒

.

^

*

"

.:

.
書

：

.評

,;

経
済
計
画
化
の
将
来。

':
.

'
,
,
: '
.

;

.'
;

: 

.

,

'

.

-

•
第
一
：章
。.一
般
に
、
計
画
と
か
政
策
と
い
う
言
葉
は
、
種
々
の
意
味
で
使
わ 

れ
て
.い
る
。
し
か
し
、
，
本
書
で
は
、
計
画
を
次
の
よ
う
な
機
能
乃
至

lf j
'
為
か
ら 

捉
え
る
0.
:

第
二
':に
実
現
し
よ
う
：と
思
う
目
的
を
！

^
す
る
こ
と、
. 

第
二
に
現
莊
及
び
将
象
藝
と
予
_
を
基
に
.し
て
、■，
.こ
の
^

を̂
i

に
灾 

現
す
る
た
め
：に
実
現
可
能
な
具
体
案
に
す
る

.こ
と
、

第
一
一

H-
そ
の
_
を

自
-o
r
す 

る
た
め
の
諸
措
置
を
と
る
.と
と
。
経
済
計
画
と
は
、
こ
の
よ
う
な
計
画

0 -
経
済 

面
の
遍
用
：で
あ
夂̂」

：.こ
^
は

計

画

生
,^
を
国
家
ま
た
は
そ
：の
代
行
機
関
に
限 

定
じ
、:
計
画
範
_
を
国
内
：に
置
く
。
，だ
が
こ
れ
で
は
計
画
と
政
策
の
区
別
が
不 

明
瞭
.で
.あ
る
。
へ
し
が
し
、
て
個
々
：の
政
策
は
計
脚
で
あ
る
と
い
う
よ
り
も
計
画
の 

1:

環
で
あ
り
、.計
陳
遂
行
：の
手
段
と
：み
る
方
が
よ
い
。
だ
か
ら
、
本
醫
で
は
計 

画

：と
計
画

化

：の
手
段
と

'し
て
の
政
策'.と
を
便
宜
上
、w
li
f
と
^

す̂

る(

'一
四 

i
'
:
五
.貢)

。
，ツ
 

.
-
V
;'
.'

-■
ざ
ら
に
、
英
国
労
働
党.の：政
策
を
果
し
て
社
会
主
義
計
画
と
呼
び
う
る
.か
と 

の
^
:̂
の
疑
問
.に
対
し
で
は
、
：
--
1現
在
の
ソ
連
に
：お
け
る
経
済
計
画
.が
社
舍
王 

義
社
会
か
経
済
計
画
で
あ
る
の
に
対
し
、：
労
働
党
の
経
済
政
策
は
社
会 

主
義
化
0 '
&
か
.か
計
_
で
ぁ
る
と
考
ぇ
て
ょ
い
だ
ろ
う
。

…
…

社
#

^

義

体

制 

乃
至
組
織
の
実
現
を
目
的
と
す
る
違
動
お
よ
び
理
論
は
、
丫
こ
れ
を
社
会
主
義
な 

み
形
容
詞
览
呼
ん
で
も
差
支
え
な
い
だ
ろ
う

-
と
考
克
^
ス
ニ
の
頁

〉

。
'

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
に
広
義
に
と
つ
た
経
済
計
画
の
目
的
と
ば
何
ふ
？
こ 

こ
で
は
、.周
知
の
ビ
グ
ー
の
三
命
題
に
準
じ
て
、
そ
れ
を
経
済
の

.翁
展
•安
定
.：

八

七(

六
六
ー)

：



1

!
；j
i
j
^
l

ニ

平

等

と

ず

ぶ

ゼ

が

せ

諸

乱

的

間

疫

雷

が

满

恕

“
そ

の

傷

先

順

位

淡

資

道

：
 

:
:ち

れ

屢

會_

そ

；
の
：決

定

：は

_

の

構

成« :
社

会

的

選

択

聖

づ
1;
,
>藝

 

:

さ
拔
る
：よ
り
他
：は
な
い

^

馬
の
赴<
|
選̂

択
&
亂

会

：の
構
成
真
の
^
|
が̂

來
分< 

.反
映
ざ
れ
る
た
め
办
|-
.も

、¥

た
計
画
が
：目
的
に
沿
文
て
遂
行

4

^
て
ぃ
务
が
否.
 

が
^ ,
監
督
す
る
た
め
：に
-

'̂.
'
-
'
政

潘

、
：；：

1

両

商

に1
1
茧̂
_
馨

が

卷

在

し

機

： 

:

能

す

：
f

j
と
が
.不

可

灰
^
条
件
で
お
る
：
：

V

祭一 .

丸
®

#

.
:の
逾
斯
は
、'一
本
書P.

特
ば
強
調
さ
れ
で4
る
-:
>:
;"
'
-:
'.
:''
.
:
,5 

■■
:
;f

■
吐
、

(

：
童

社

塞

義

於

塞

生

義0,
理
念
と
そ
办
相
違
を3拫
本
雜 

#
晁
褂
に
柘
け
る
対|

、
政
治
理
論̂
お
_
:る
対
決
点3
経

済

理

論

ね

お

.げ 

:

る
窺
点
の
台
ー
節
に
分
げ
て
概
括
的
に
説
明
す
冬
龜
意
ず
巧
き

-
と
は
"

：

共 

畫

義

の
背

後
に&.
る
^
ル
グ
ス
く.
レ
.丨
.今
ン
圭
義
：
0
^

国
0.
民
主
社
会
主
義
が
概
し
で
：い

>
ズ
理
想
主
義
的
、
：
倫
理
_
色
彩
の
德
い
世
：
 

界
観
を
有
し
て
叭
る
と

AJ.

で
あ
る6
:
こ
0:世
&

よ
り
、

(
_
由

'-
'.'

「

平
等
：,,
博
愛
'.
;'
 

な
ど
と
い
ぅ
倫
理
的
因
的
^
重
要
視
ざ̂

::.:

そ

:̂た
：め̂

政
：̂
が
：;#
重

さ

れ 

る
。
#
に
こ
の
：な
か
で
平
等
は
.社
^
!
義

に

ゼ
•?
て
：最
も
太
切
办%'
-
の
ぶ
^
1
 

さ
れ
、「21

的
は
私
有
を
全
く
破
疲
す
る
こ
と
で

.な
く
、

そ
の
分
觀
を
変
え
る 

こ
と
で
あ
る」

.

(

.ク
ロ
ス
ラ
.ン
ド)

と
い
ぅ
こ
と
に
'な
る
0 ;

こ
.

Q

よ
ぅ
な
民
主

社

童

義

'の
性
將
か
ら
、
辱
王
社
会
主
義
の
靈
的
改
良
主i

態
度
や
、

マ 

ル
ク
ス
•
レー 
ニ
シ
主
義
の
全
面
的
国
有
化
政
策
.を
排
す
る
部
分
的
国
有
化
政 

策
が
生
ま
れ
る(

四1

頁〕

。

'.
'

'

:'
.バ

国
有
化
贮
っ.ぃ
て
め
.マ
：
ル
ク
ス*,
レー

 
ニ
ン
"主
義
と
民i

会
主
義
と
の
ー
こ 

の
よ
う
な
対
立
は
、
；
両
者
の
経
済
計
画
の
篇
を
規
定
す
る
重
要
な

.キ
イ
，
ポ

:

■'■:
:

:

:
.
.
,
: 

X

A 

.

.
^
2
£
w
- 

■

ノ
イ
'/
:卜

七
::
1
;
^
法
視
ざ
る
べ.ぎ
：で
：あ
る
。
御
故
な
ら
>:
:金
|
0
^
1
1有
化
を
基
礎 

>;
;
す
る
か
部
分
的
国
有
池
を
基
礎
と
す
る
か
に
な

.；_.フ

.て
：経
済
計
爾
の.機
能
乃
至
：
 

厂X.

力
^
ズ
：
扣

も

変
.：

っ
^
ベ
る
：が
ら
で
あ
を

''
.■:く
以
上
0
ニ
章
は
、:'
|/
\
-
:
わ

ば

ゾ

本

書

：の

前

提

部

捽

あ

た

ゐ

と

考

え

ら

れ

る

"

：

民

主

：
^

塞

義

办

経

済

記

画

は

前

述

め

性

格

か

ら

個

人

優

先

乃

至

個

人

選

択
 

ベ

の

暑

を

重

視

す

る

：
。
へ

そ

の

た

め

、
、
：
個

人

：
の

自

由

べ

.の
侵
害
を
お
そ
れ
て
、
中 

央
政
府
や
計
！1局
の
指
令
に
ょ
る
計
画
を
出
来
ぅ
る
限
り
避
：け
、
''
'
/
.
国
有
化
部
分 

を

-4
比

較

的

小

範

_

に

と

ど

め

ょ

ぅ

と

す

る

。
：

し
が
.し
、

K大
か
つ
複
雑
な
経 

済
_
度

を

星

的

な

方

法

飞

馨

す

る

，
こ

^
は
'げ
だ

し

：，
賺

：
で

(

あ
る
。

だ
か 

ら
、
；，

「

民
社
型
経

済
醫

：で
は:>
:
:計
画
似
を
意
図
0
、
..
.
.目
的
を
設
矩
し
て
も
、 

そ
れ
を
遂
行
さ
せ
る
手
段
が
乏
し
く
、
有
効
办
計
爾
を
行
な
ぅ
こ
：と
は
極
め
て 

，霞

で

'あ
る

四

西

貢
>
;°
第
彐
葷
で
は
、''
>
.
'
.し
の

窆

し

'
い

手

 

産
業 

国
_

政
策
:>
産
業
©
王
化
政
策
’
社
会
|

政
策
が
と
々
上
げ
ら
れ
ズ
い
る0 

■;
-
:民
赴
型
：の
国
有
化
政
策
は:'
.
>
:
経
済
計
画
0
1
1
1
目

的

に

照

じ

て

.
み

て

 
一
^

は

好 

ま
し
い
効
果
を
^
つ
。
し
か
し
実
隙
に
有
効
か
：ど
ぅ
か
は、
.
と

り

わ

け国
有
化 

の

範

囲

の

：
程

度

如

何

®

箱
す
る
，
国
有
化
が̂

^
部

分

的

方

式

で

^

^

さ 

れ

：

そ

：
の

部

分

が

小

さ

^
限
り
、
;1
;
1
1
^
る
効
果
を
あ
げ
る
こ
：と
は
困
難
な
理 

由
が
；あ
る
。

:

ま
ず
で
と
の
方
式
，は
：経
済
発
展
に
制
約
を
加

v
f
s
そ
水
が
あ
る
。
生
産
手 

段

の

：
殆

：
ん

ど

^
べ
.て
が
私
的
所
有
下
に
あ
る
社
会
で
は
、

(

経
済
篼
展
の
起
動
カ 

た
'る
资
本
形
成
の
：役
割
を
果
す
の
は
主
と
し
て
私
的
経
済
部
門

に

限

ら

れ

る
0

と
こ
ろ
が
漸
進
的
に
国
有
化
政
策
を
進.め
る
場
合
に
は
、.そ
の
役
割
の
' 一
部
を 

段
々
と
公
的
経
済
部
門
が
引
き
つ
い
で
：い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い

。
' こ
の
目
的
. 

を
達
す
る
た
め
に
は
、
国
有
部̂
,の
企
楽
が
相
^
の
.余
剰
収
入
を
あ
げ
る
こ
と 

が
必
要
で
あ
る
。
.：

■:
 

"

'

,

:

と
こ
ろ
が
、.漸
進
的
部
分
的
国
有
化
を
と
づ
た
英

.-

.仏
の
.経
験
を
み
て
も、
. 

国
有
化
企
業
は
国
庫
か
ら
の
援
助
や
私
的
資
金
の
借
入
れ
を
余
儀
な
く
さ
せ
.ら 

れ
る
。
こ
れ
は_
有
化
産
業
の_低
龈
な
財
貨
や
サ
ー
ビ
ス
：を
テ
コ
と
し
て
、
私 

企
業
中
心
の
経
済
発
展
を
計
っ
た
資
本
主
義
的
な
政
策
に
よ
る
。
.し
か
し
逆
に 

国
有
匕
部
門
で
余
剩
を
あ
げ
る
政
策

-̂
と
ろ
ぅ
：と
し
て
も
、
種

々
の
制
約
が
あ

. 

.る
。.
.
.
そ
の
.
.|,づ
.は
、.1理
想
的
^
'
ハ
少
な
ぐ
と
も̂

と̂
限
界
費
用
と-^
ー.
澈
さ 

せ
る
よ
ぅ
な

)

' 

f

 

,
産
出
量
政
策
が
困
難
に
な
る
.こ
と
で
あ
る。

■:
 

財
産
お
よ
び所
得

の
平
に
及
ぽ
す
効
果

^
し
て
も
、
漸
進
的
部
分
的
方 

式
に
は
欠!̂
が
あ
る
。
第
一
 

'に
完
全
補
償
が
公
亚
と
平
等
の
見
地
か
^
也
要
と 

な
る
。
第
ニ
た
補
償
金
を
再
投
資
す
る
機
会
が
残
る
。
第
三
に
私
企
業
が
多
い 

た
め
、
国
有
似
産
業
办
.労
働
条
件
は
私
企
業
に
よ
り
標
準
.を
画
さ
れ
る。.
.：

.

.

.
'
経

资

女

定

化

に

関

し

て

も

同

様

で

あ

な

,0
国

有

化

部

門

が
;/
JN部
分
：で
あ
れ 

ば
、.
^
的
投
資
は
か
え
つ'
^

投̂
資
一
の
動
き
に
ひ

.き
ず
ら
れ
る
。
• V.

,

 

ど
の
よ
ぅ
に
謹
的
部
分
的
屢
化
方
式
の
下
で
は
、
意
図
し
：た

P
的
の
達 

成
於
靈
で
あ
る0.
.こ
の

麗

は

、
：前
速
の
ジ
レ
ン
：
マ
の
姓
質
が
十
分
認
識
名

': 

'
適
当
に
対

0
さ
れ
れ
ば
、.或
る
程
度
党
服
でき
る
。'.し

か

し

、

' *

の
，ジ
ヤゾ 

>

を
排
除
し.て
、
意|2

1

す
る
因
的
を
効
果
袖
に
実
現
す
る
た

.め
に
'は、

公
的
経 

^
部
門
が
、'爾
民

経

资

の

^

^

の

部

門

の

-/
.
:

「

3
準

を

風

す

る

」

.'，
こ.と
が
^
き
^

点
ま
で
I

こ
れ
を
質
的
転
換
.と
み
るI

、
国
有
化
鹿
業
部
門
を
中
心
と
す 

.る
公
的
経
済
部
門.を
出
来
う
る
限
：り
急
速
に
，拡
大
す
る
こ
と
が
不
可
欠
の
条
件

. 

で
：あ
る
 

c
—
'
l
j
 
ニ
頁)

.°
:

.

，
.次
に
産
業
民
主
化
政
策
が
検
討
さ
れ
る
。
民
主
的
眢
理
を
伴
な
わ
な
い
！

I

有 

丨
；
似
制
配
は
？
労
働
者
に
.と
，
っ
て
何
ら
の

.利
益
も
与
え
な
い
と
い
う
考
え
方
は
、 

す
で
.に1

九I.

五
年
.の
；贸
働
組
合
連
合
会
.で
確
認
さ
れ
て
い
る
。
産
業
民
主
化 

.

を
伴
な
5
国
有
化
.を
社
会
化.と
い
う
が
、
本
書
の
社
会
化
の
概
念
も
こ
れ
を
踏 

製
し
.て
い
る
が
ら
、
産
業
民
主
化
政
策
.に
も
か.な
り
の
比
重
が
お
か
れ
.て
'い
る
。

産
榮
面
へ
：の
：民
主
主
義
適
用
は
多
様
な
面
に
：つ
い
て
行
な
わ
れ
な
く
て
は
な 

ら
な
い
。
：し
が
：し
、大
別
す
れ
ば
、
，
労
使
関
係
に
お
け
る
適
用

:>
^
1
企
業
に 

対
す
る
統
制
の
た
め
の
適
用
が
問
題
と
な
る
。

-
の
両
者
に
関
し
て
種
々
の
角 

度
か
ぢ
考
察
ざ
れ
、.目
的
-
>効
果
の
検
乳
が
行
な
わ
れ
：て
い
る

。
.

.
ハ
■さ
ら
|

会
保
障
蹇
と
そ
れ
'に
謹
す
る
所
得
再
I

政
策
に
も
触
れ 

:
る
？
,

:

.
'
■:
.
:
.
' 

: 

.

-
.
.

.

.•.••

.
、
. 
：
 

-.
 

. 

' 

ノ
 

.二.

. 

.

.

. 

-

.

.

.

.

.

.

.

 

.

;

第
四
章
。
：こ
£
で
共
産
主
義
型
と
い
う
の
は
、

：

ソ
連
経
済
の
計
画
方
式
そ
の 

.

.も
の
で
あ
る
。.こi

の
と
ど
は
ソ
連
以
外
の
共
産
主
義
型
計
画
方
式
の
存
在
を
無 

視
す
る
な
と
で
は
な
い
。
型
に
ょ
る
認
識
の
方
法
：は
一
つ
め
方
法
だ
が
、
現
象 

を
静
態
的
.に
み
る
欠
陥
を
ひ
そ
め
て
い
る
。

「

そ
と
で
、

わ
れ
わ
れ
は
、
：
変

化. 

し
て
1>
く
現
実
の
経
済
^
ー

「

典

型

砧
-1
>て
と
ゎ
あ
げ
ょ
う
と
思
う
の
：で
あ
る0 

. 

こ
の
よ
デ
な
意
味
で
、
こ
こ
に̂
察
す
る
ソ
連
型
計
画
方
式
'は
変
化
す
る
こ
と 

:

"
:を
拒
.ま
な

ね
-*
:そ
れ
は
、
'ソ
連

簾
I

民
生
社
塗
義
と
ほ：

ち
一
が
っ
た
道
.



f̂
r
^
^
^
^
s
s
s
^
^
^
a
g
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B
p
^
^
c
^
u
^
e
g
g
g
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w
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:
;
:
!
!̂
:
^
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^
;

I-
I

を
と
.つ
た
と
い2
J
;
と
'で
：の
み->
:
.共
産
主
義
型
計
画
方
式
：と
よ
.ば
れ
る
の-

た
あ
る 

0

」

o
i

Q
六頁

)
：：

一
“;

ノ
ン
：

y

:-
:
:
:;'
:
r

:

ハ

.

:

:'
.'

、以
下
、'ソ
連
の
計
画
方
式
の
問
f

を
次
の
；四
点
に
し
ぼ
.？V

検
討
が
加
克 

.ら
れ
て
.い
る
。

：
第

一

は
、.
#
^
双
に
お
け
る1

0
豸

ル

方

式

の

問

顒

「

こ
れ 

は
管
理
方
式
と
結
び
つ
く
。
：
第
ー
ニ
は
、

.論

」

に
：お
け
る̂

^
則
に
つ
い
て̂
 

あ
る
。.
8
一

1

は
、
バ
ラ
シ

「
ス
.の
あ
る
|1
-
-画
0
手
段
に
つ
い
て
で
あ
る
。
第
西
は
、 

投
資
計
画
の
問
題
で
お
る
"
':
:
''
^

移
1

と
い
ぅ
の
は
戦
時
共
産
主
義
時
代
で
あ
る
。

(

民
社
型
と
は
ち
が
っ
て 

ソ
連
型
の
急
激
な'変
革
は
.、
そ
.の
反

対

勢

力

を

抑

圧

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

.
い

た 

め
に
、
必
ず
戦
時
的
なi

を
f

起

こ

し

、
：
：
産

業

国

有

：
^

式

は

金

面

的

中
 

央
讓
制
に
な
る
傾
向
が
あ
る.0
管
理
能
力
の
成
長
を
ま
た
な
い
で
極
端
な
中 

央
讓
的
管
理
方
式
が
採
用
さ
れ
る
と
、：.
ソ
連
办
グ
ラ
フ
キ
体
制
'の
よ
ぅ
に
管 

理
上
の
弥
害
が
坐
じ
で、
' 生
産
の
期
待
さ
れ
た
計
画
性
と
予
期
さ
れ
た
生
産
能 

率
は
実
現
し
な
い
.。指

導

者

の

自

的

：

は

、
威
力
が
'一：

下
級
細
胞
が
ら
地
方
委
員 

会
を
通
じ
て
中
央
委
員
会
に
達
す
る一方
、
指
令
が
中
央
委
員
#
か
ら
下
に
向 

っ
て
流
れ
る
童
集
中
制
：に
あ
？
た0':
し
か
し
、
' こ
の
目
的
は
戦
時i

.の
た 

め
に
歪
曲
さ
れ
た
。.こ
の
結
果
'
上

.下U.

つ
の
流
れ
は
衝
突
す
る
：の
も
^
た 

崖

：で
あ
る
。■だ
か
ら
、「

ソ
連
型
国
有
化
方
式"
著

に

^
る
急
激
な
権
力 

奪
取
は
、
必
ず
や
中
央®

型
独
裁
制
に
な
り
、
分
権
民
主
制
と
衝
突
を
繰
り 

返
す
と
と
に
な
る。
j

s

U

三
頁)

ネ
ッ
プ
以
後
は
、
経
済
訐
画
に
疆
法
則
の
利
用
が
必
要
な
こ
と
汰
認
め
ら 

れ
る
に
い
た
る
。
経
済
計
画
を
経
済
的
合
理
性
に
基
づ
ぃ

X

I

I
た
め
に

:

九
0
:(

六
_六
四
>

は
’
資
本
主
義
的
要
素
と
さ
れ
て
い
た
、

.商
品
交
換
：：
.経
済
計
算
を
す
べ
.て
の 

部
門
に
導
入
し.な
げ
れ
ば.な
ら
な
い
：こ
と
を
ソ
連
は
体
得
す
る

。
.

つ
い
で
、
ソ
連
の
如
ぎ
生
産
手
段
が
社
会
化
さ
权
て
い
る
経
済
で
は
、
国
民 

:

乾
済
の
全
面
的
計
画
化̂
可
能
と
す
る
に
は、
' 国
！
^

済

の

パ

ラ

V

ス
表
の
作 

成
が
必
要
な
こ
と
.、
.
お
ょ
び
現
在
の
ソ
違
で
は
ま
だ
完
成
を
み
な
い
綜
合
バ
ラ 

V

ス
表
を
、：
産
業
連
関
表
を
適
用
し
て
完
成
す
る
可
能
性
.を
検
討
す
る
。 

'
最

後

に

、
，
投

資

計
画
の
問

題

を

重

工

業

優

先

論

と

投

資

配

分

理

論

.
に

分

け

て 

解
明
す
る
。
そ
し
て
、::「

重
エ
業
優
先
政
1

体
に
は
、

理
論
的
必
然
浊
お
り 

は
政
策
的
に
'と
ら
れ
た
投
資
政
策
で
あ
る
と
し
て
：も
、

ソ
連
の
ム
フ
罾
の
罾
罾
ぼ 

長
を
妨
げ
.る
ょ
ぅ
な
も
の
で
な
く
、.;
む
し
ろ
成
長
を
妨
げ
る
要
因
は
、
労
働
力 

.と
^

^aj

に
対
す
る
投
資
配
分
の
規
準
の
長
期
的
観
点
の
軽
視
に
あ
っ
た
と
み 

る
。
否
む
し
ろ
完
全
雇
用
を
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
靈
政
策
上
、
そ
ぅ 

せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
点
に
あ
る
と
考
え
る0J
: 

(

ニ
八
一
頁〕

以
上
、の
欠
陥
や
修
正
は
、

r
「

何
ょ
り
も
計
画
を
中
央
集
権
的
•
独
裁
的
に
処 

理
し
す
ぎ
た.と
こ
ろ
1-
-
か
ら
ぐ
：る
。
一

そ
こ
で
、「

ソ
連
自
ら
も
こ
：の
欠
陥
に
®
 

意
し
、
次
第
に
分
権
的
.な
要
素
を
取
り'入
れ
、
経
済
的
能
率
を
尊
重
し
た
理
論 

を
形
成
し
ょ
ぅ
と
試
み
'て
い
る
。」

0
1八1

:5

さ
て
、
第
五
章
で
は
、
：本
書
め
結
論
が
途

'ベ
ら
れ
、
そ
の
立
場
が
明
確
に
さ 

れ
る
。

.
ぐ

':
: 

•

'
ま
ず
、
第
一
一
筆
、
第
四
章
で
行
な
わ
れ
た
検
討
か
ら
、
改
め
て
ニ
つ
の
型
の 

経
済
計
砌
を
批
判
す
る
°

共
産
主
義
型
経
済
計
画
は
、
第

一

に
、
資
本
主
義
の
#
内
に
お
け
る
漸
進
的 

改
良
の
た
め
の
諸
方
策
の
意
義
を
糧
し
て
い
る
"
そ
こ
で
は
資
本
主
義
的
諸 

要
因
と
社
会
主
義
的
諸
：熱

と

の/「

断
続
面」

が
強
調
さ
れ
、
2

i
.
が 

i

さ
れ
た
。
資
本
主
義
が
：
,

し
て
き
た
現
在
、
ィ
タ
リ
ア
赴
産
党
.の
よ
う 

に
、
.

「

f

的
改
良」

：
を
資
本
主
義
の
枠
内
か
ら
進
め
る
方
策
に
，も
十
分
注
意 

を
払
う
べ
き
で
あ
る
。
第
一
一
に
、
民
主
化
の
問
題
が
政
治
面
で
も
経
済
面
で
も 

余

り
に
麗

さ

れ

て

き

た

。
第
三
に
、
坐
産
手
段
の
全
面
的
国
有
化乃
至
公
有 

化
を
主
張
し
、
こ
れ
な
く
：し
て
は
社
会
主
義
経
済
計
画
を
行
な
い
え
な
い
と
み 

る
が
、
こ
の
、王
張
は
極
端
に
す
ぎ
る
。
全
面
的
公
有
が
個
人
の
創
意
と
自
由
を 

抑
压
し
、
全
体
主
義
へ
の
道
を
開
く
こ
と
、
競#-
;
の
|

.

の

存

在

が

経

済

発

展
 

に
不
可
欠
：で
あ
る
こ
と.を
無
視
し
て
：は
な
ら
な
い
。

 

.

こ
の
点
を
強
調
し
て
、
英
国
労
働
党
の'

「

新
思
想
家」

達
は
、
公
有
で
な
く 

て
も
統
制
で
十
分
で.あ
-？
.と
か
、.国
有
化
は
小
部
分
に
限
る
ベ
き
だ
と
し
た
。 

こ
れ
も
ま
た
批
判
さ
る
べ
き.で
あ
る
。
 

：
■•
/

.

.民
主
社
会
主
義
型
の
経
済
計
画
が
、_
有
化
部
門
を
小
部
分
に'止
め
る
か
ぎ
. 

り
、
所
期
の
：

s

的
を
達
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
り前
述
し
た
よ
う
に
、
：
こ
の 

部
分
が
あ
る
f

t」

え
な
け
れ
ば
、：.

化
は
お
こ
：ら

な
い
:°
質
i

化

' 

は
、
.葉
主
義
社
音
か
ら
社
会
主
義
へ
進
む
：経
済
的
必
要
条
件
で
知
今

m

 

社
型
の
改
良
主
義
政
策
の
直
面
す
る
経
済
面
の
根
本
的
制
約
乃
至
困
難

.は
、
資 

本
主
義
経
済
の
機
能
乃
至
メ
ヵ
ニ̂
ム
の
支
衝
す
る
中
に
お
い
て
、&
会
主
義
、
 

的
政
策
を
行
な
お
う
と
す
る
とこ
ろ
，か
ら
生
ず
る
。

」
(

一
一九
ニ
頁)

；政
治
面
で

も

屢

で

あ

る

。
,—
|国
民
の
大
多
敬
を
占
め
な
が
ら
も
、

こ
：れ
ま
で
、
：社
会
的

.

.

. 

.

書
.

：
評

'
'

.

評
価
の
形
成.に
十
分
参
加
し
て
い
.た
と
は
い
え
な
い
勤
労
階
層
が
政
洽
経
済
両 

.
機
權
内
に
お
い
てa
要
な
地
位
：を
占
め
る
よ
う
に
な
.っ
て
こ
そ̂

め
て
、
全
国 

民
の
意
志
に
よ
る
政
策
佚
定
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。」

.

(

ニ
九
三
頁)  

.「

お
そ
ら
く
経
済
面
に.お
い
て
も
政
治
面
に
お
い
て
も
、
，.そ
う
し
た
質
的
転
換 

丨

の

時

が

^

い

亡

か

ピ

と

い

今

た

具

合

に

は

っ

き

り

歴

史

に刻
ま
れ
る
と
と
は
な 

い
だ
：ろ
う
が
、
'-
そ
う
し
た.質
的
転
換
点
は
明
ら
か
に
存
在
す
る
。

」(
ー一
九
四
頁)

. 

民
社
陣
営
にお
け
る
力

^
^
め者

の
犯
し
て
い
る
誤
り
は
、
こ

う

し

た

-«
的

転 

換
め
存
在
と
ぞ
の
囊
を
糧
ー
し
で
い
る
点
に
あ
る
。
：
：

こ
の
よ
う
に
し
て
、
'経
済
計
爾0
目
的
は
、
英
国
の
と
っ
た
道
で
は
十
分
行 

:

な
.い
難

い

し

、
'
ソ

連

の

ご

と

き

全

体

主

義

的

計

•脚

で

は

種

々

の

点
で
^

き
員
ぎ 

が
あ
る-0
だ
か
ら
，，羅
三
の
型.の
計
画
化
、
す
な
わ
ち
、

:'
.
-

英

，
ソ
：の
中
間
を
行 

く
よ
5
な
経
済
計
画
、

〉

端
的
に
い
：ぇ
ば
、.一
国
経
済
.を
指
導
で
き
る
程
の
範
囲 

の
国
有
化c

公
有
化
を
含
む
> 
と
：産
業
民
主
主
義
と
办
結
合

——

こ
れ
を
わ
れ 

わ
れ
は
社
会
化
と
名
づ
け
た

——

の
基
礎
の
上
：に
立
っ
て
、
全
成
員
の
増
大
を 

.自
的
と
す
る
よ
う
な
計
画
化

」
(

三
頁〕

を
と
る
べ
き
で
あ
る
？

.'..

■
一

...
 

...  

-

 

- 

. 

. 

,

」

本
書
に
.'
:
1賞
し
て
f

れ
た
方
法
は
、
経
済
計
画
の
目
的
を
明
ら
か
に
し
た 

上
、
，そ
れ
を
基
準
と
し
：て
：そ
れ
ぞ
れ
の
型
の
経
済
計
画
の
効
果
と
問

f

を
指 

摘
す
る
こ
：と
で
あ
る
。
：
し
衣
がっ
て
、
本
書
を
通
読
し
て
、.つ
：
と

め

て

客

観

的
 

立
場
に
よ
ろ
う
と
ず
る
努
力
が5
か
が
..おれ
る
。.そ
の

点

で'-
'
'
第

写

の

型

の

主
 

張——

少
し
く
她
象
的
衣
面
も
レ
る
が

——

に
：い
：た
る
過
程
は
十
分
納
得
が
い.
 

.

.く
。
.従
来

：
の
：
類

書

に

•は
、
こ
の
：配
虜
に
や
や
欠
け
る
と
こ
ろ
が
多
い
よ
う
に
思 

:
一

'

:
.
.九

一( ：

六
六
五〕

-
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わ
れ
る
の
で
、
產

E

の
態
搜
は
買
ぅ
べ
き
で
，
あ

る

。

‘た
だ
、
経
済
計
画
の
把
摒
：
 

_
油
汸
1ゃ
_
の

囊
,
汍
異
論
が#
ダ
が
观
_
れ
為
ぃ
。.« :
;

1:
か
第
趄 

を
比
較
しく
.
前

渚

が

い

さ

さ

か

網

羅

的

に

分

析

さ

れ

後

者

が

か

■*
:
.
り
技
術
的 

:
—
的
に
；
し
ぼ
炎
れ
：，て

：
^
,
:-
¥
.
:::
%
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^
|
^
か:1
:
«;
^

_

、:|
1
-
:1'
:

異 

遭

性

_
_
ゼ::
<;た
^
光

本

を̂:
。
一
を:̂
嚏
関
連
薩
ぼ̂:
;
連
泛
雜
|1
'
;の
；：̂
0
| 

歲
が
植
面
し
た
そ
れ
ぞ
れ
命
経
済
の
權
造
的
特
質
が
於
計
画
办
採
厥
ぬ
名
办
ゼ
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. 

ぅ
に
影
響
し
た
か
を
さ
ら
に
検
討
す
る
必
要
も
あ
ろ
ぅ
。

： 

.

.
そ
れ
は
と
も
か
く
、
い
わ
ば
、
本
書
は
、
社

会

逢

済

計

；幽
へ
の
序
説
と
も 

み
^
れ
る
■も
の
ぃ
で
あ
りP
た
ん
な
る
概
説
書
に.止
ま
る
も
.の
.で
な
い
か
'ら
、
社

. 

:
1
^
|
|
_

画

：に

関

す

％

著

者

達

，
の

<

^
.<
0
理
論
的
発
勝
に
.汰
き
な
期
待
が
も'';

; f
c
お
^I

®

想
社
刊
:-
-
A
5
'̂

;

I  

'へ

.(

原
.

.

.豊〕

'.

新刊紹介

.

マ
シ
ぅ
|.ズ
著

.'
.『

最

気

循

環

』

.

R
h
,
p 

Matthews, 

Txade 

Cycle. 

Cambridge University 

Press. 

1959. 

(
T
h
e
」

c
a
m
o
a.
d
g
e 

E
c
o
n
o
m
i
c

 ..-Hand- 

books.)12 s. 6d.

ケ
ム
ブ
';
:
ッ
ジ
経
済
学
入
.門
叢
書
，は
最
初
以
監
修 

者
ケ
ィ
ン
X
を
も
マ
'て
.始

ま

り

、

す

で

に

一

--
-
十

冊

に
 

:

近
い
、
い
：.ず
れ
も
名
著
と
し
て
知
ら
れ
た
書
^ ；
を
世 

に
送
々
て
い
名
-°
-
な
か
で
も
/ハ
.ロ
ッ
ド
の
国
際
経
済 

学

、

卩
ー
バ
；
丨

ト

ソ

シ

，
の

-®
张
、
ド
'/
ブ
の
货
銀
、

ヒ 

>

ク
ス
.女
史
の
財
政
等
は
あ
ま
り
に
.亦
名
で
あ
る
‘ 

C

い
ず
れ
も
翻
訳
あ
り)

。
.

っ
-,
マ
：
：
シ

ユ
.

—

x

5
:-
l
景

気

循

施

咨

寒

ぞ

ろ

0

の
.:
' 

.
'こ
.の
.叢
書
に
：さ
ら
.fc
光
彩
を
そ
え
'る
に
値
い
す
.る
.も
 

..
の 

>
*>
:
る
。
.

. 

本
漕
の
■内

容

を

.
章
別
.に
.み

るAJ

次

：

の
：.

と

お
り
.で
：
あ

，

■-
:^
へ1 、

ハ
序
#.M

4.

福

：環^'
モ

ガ 

.
;
:
侧
速
度
：撤
逝
：2

:

_化
へ
：'四
'
:投
_
ぢ

免

備

.璆

渐
"
刊

IJ
1

介

.新
、
技
術
進
步
そ
の
他
め
影
懸
五
、
布
庫
投
資
：
: 

六
、
住

宅

投

資
.-
b
、
消
^

八
、
貨
幣
と
.金
融

.

.

. 

九
、
景
気
の
天
井
：

 

一
0
ク

景

気

へ

の

恢

^

:-*
—-
、.

：
. 

国
際
的
景
気
波
ぶ
':1

.ニ
、
：
周
期
ゼ
大
循
環•
/1
\循： 

環 

一
i
H、
：
成
長
と
循
環' ;

-;
咚

；
景
気
統
制
政 

策
。
■景
気
猶
璨
に
：つ
い
て
の.理
論
と
経
験
法I:

が
'す
：

:

ベ
て
含
ま
；れ
て
い
る
こ
と
.は
：
と
.の
章
立
て
を
み
て 

も
わ
か
る
？

.

-

;

.-
..
.'. 

:

.:
'景
気
循
環
論
の
.歴
史
は
.き
わ
め
て
古
く
、
太
陽
黒 

.点
説
を
も
含
め
幾
多
の
#
_

が
衛
出
さ
れ
、へ
：，一
ガ 

'
で
.統
訐
的
|3
述
<0
発

逮

：
ど
；：
と
：
も

.：
に

、

他

方

に

；
理

論

的

. 

モ
し
ァ
ダ
の
形
琢
が
加
え
ち
れ
づ
^
ぁ
る
が
、.
今
日
.で 

は
乗
双
丨
舭
豸
ぼ
の
：累
積
作
用
が
も
た
ら
ず
#.
紈
需
 ヾ

要
の
楚
動
が
<>
:と
つ
の
有
力
な
理
論
と
し
て
、
.:
'ヶ
ィ
：
. 

V 
ス
^-
後
'の
：
経

済

学
^'
-
.^ -
配

.'
1
>
-て
.
.
ぃ

る

 

0
.
, 

'
'

本
書
% ;
.ま
.
.
.
；
.

.
た
，基
本
的
に
は
こ
の
線
を
外
し
て
い
な
い
。

し
か
.

'

:'
L
、
：
：
景

気

衢
.環

：
と

い

ぅ

、
一
ぁ
ら

.ゆ

る

経

済

」

活

動

の

鏆

，
： 

餘
し
お
交
茸
作
用
か
ら
生
み
だ
.
.さ
れ
だ
経
済
0
勤
態
：

に
つ
い
て
は
、
单
な
る
既
成
の
モ
，デ
ル
を
超
え
て
、

も
っ
'ぉ
企
藥
者
：0
;行
離
':
>
:消
費
考
の
行
動
、
.
金
融
',へ
 

.財
政
政
策
等
に
，つ
い
'て
細
密
な
檢

^
.を
行
な

.
'い、
.そ
.
'

こ
-か
ら
新
た
な
理
論
的
統
一
が
は
か
ら
れ
ね
ば
な

ら 

.:
な

ぃ

^
現
状
は
^

^
の

:$
ァ「

ル
%'
:
^

^
し

ぁ

な

ぃ

部

: 

,
分
め
.方
.が

多

ぃ

ゃ

だ

：
が

.ら

'-
°
;
そ
^:
»

味

著

書

ゅ

长

へ

れ
わ
れ
'に
具
体
的
現
象
を
い
か
：に
解
釈
す
る
か
の
有 

力
：な
'手
が
か
り
を
，与
え
て
く
れ
る
.も
の
で
あ
り
、
こ 

ん
ご
：の
景
気
循
環
論
の
適
切
な
出
発
点
を
示
し
て
く 

れ
る
も
の
で
あ
る
.0
V

■丨
大
熊
ンi

郎
丨

* 
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*
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国

隙

経

済

学
_

■

上

:-
で 

リ
、■
:'
,

『

諭

争

‘
.国
際

価

値

論I

-:
ぃ

:.ン
.
,■.
..■
■
.

.
I

「

茵
際
価
値
論
争」

：と
は
、

「

国
際
間
の
交
換
価 

:

値
狹
楚
の
理
論
に
関
す
る
論
争1

般
を
.指
す
の
で
は 

，
な

ぐ

、
ソ
.：マ
ル
ク
ス
“
の
国
際
価
値
論
に
つ
い
て
の
諸
命 

輝
の
瑀
解
を
办
ぐ
る
論
：#-
,1-
:
で
.
、.'
::
-
第

ニ

次

大

戦

後

の
 

日
本
の
国
際
経
済
学

#
に
：お
い
；で
'
、
' 成
汎
に
学
者
を 

一
敏
員
.し
や
行
な
お
れ
た

.一'塔
办

%:
:
の
で
ぁ
る
.
0 '.論
争 

か

端

緒

K
*
?
た
研
究
は
戦
前
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る 

.旁
と
取
で

:̂
;
る
が
、
_
際

に

論

：争

が

活

発

，
に

展

開

さ 

iv
だ」の

：£
、

1
九
五

0;
年
に
劊
立
：さ4

た

国

際

経

；済 

学

会

の

舞4

ロ
を
中
心
と
す
る
。

rs
l
際
経
済
学
会
が
一 

九

.7
1

:九
年
秋
の
総
会
で
、
從
来
の
論
争
を
改
め
て
一 

冊
ー
驗
悴

_
翁
す

^
な
ど
：を
企
师
し
1た
<0
私
こ
：の
，ょ
.
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集
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